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如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄 

日
蓮
撰 

 

日
亨
上
人
は
「
大
聖
人
滅
後
四
百
年
間
に
、
本
抄
を
大
聖
人
さ
ま
の
意
の
如
く
信
敬
し
奉
っ
て
、
慎
ん
で
現
当 

 
 
 

を
利
益
す
べ
く
本
抄
を
残
し
た
の
は
、
保
田
妙
本
寺
の
日
我
上
人
（
日
師
系
）
と
、
吾
山
の
二
十
六
代
日
寛
上
人 

 
 
 

の
み
」
と
言
わ
れ
、
富
士
系
に
稀
に
見
る
広
学
の
要
法
寺
日
辰
す
ら
的
を
は
ず
し
た
読
み
か
た
を
し
て
お
り
、
特 

 
 
 

に
大
聖
人
よ
り
直
伝
を
う
け
た
若
宮
の
富
木
日
常
及
び
そ
の
門
下
に
も
光
彩
を
放
つ
べ
き
意
見
が
な
く
、
況
ん
や 

 
 
 

相
伝
も
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
大
聖
人
滅
す
る
と
、
自
ら
天
台
沙
門
と
な
の
っ
た
五
老
の
門
下
に
は
「
凡
智
の
研 

 
 
 

鑽
に
肱
を
た
く
衆
は
多
く
と
も
、
聖
智
に
遠
か
り
て
益
々
方
針
を
失
す
る
傾
き
の
み
あ
る
は
慨
い
て
も
猶
あ
ま
り 

 
 
 

あ
る
次
第
で
あ
る
」
と
、
断
言
せ
ら
れ
て
お
る
の
で
あ
る
。 

 

私
は
今
、
日
我
上
人
を
参
考
と
し
、
日
寛
上
人
の
観
心
本
尊
抄
文
段
に
よ
っ
て
、
表
題
の
題
号
を
私
見
を
ま
じ 

 
 
 

え
ず
説
明
し
て
、
読
者
が
、
観
心
本
尊
抄
の
本
文
を
読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
筆
を
す
す
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
、 

 

㈠ 

後
五
百
歳
に
始
め
て
心
を
観
る
本
尊
抄 
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㈡ 

後
五
百
歳
の
始
め
心
を
み
る
本
尊
抄 

 
㈢ 

後
五
百
歳
に
始
め
た
る
心
の
本
尊
を
見
る
抄 

 

㈣ 
後
五
百
歳
に
始
ま
る
観
心
本
尊
抄 

 

こ
れ
ら
の
読
み
方
は
、
時
、
法
、
題
意
を
も
っ
て
読
む
も
の
で
あ
る
が
信
用
す
る
に
足
ら
な
い
。 

 

如
来
滅
後
五
五
百
歳
と
は
、
こ
れ
は
上
行
出
世
の
時
を
あ
か
す
の
で
あ
っ
て
、
始
の
字
は
、
上
行
始
め
て
弘
む 

 
 
 

る
の
義
で
あ
る
。
観
心
は
こ
れ
文
底
所
被
の
機
縁
の
観
心
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
本
尊
は
こ
れ
人
即
法
の
本
尊
を 

 
 
 

明
か
す
の
で
あ
る
。 

 

始
の
字
は
万
年
救
護
の
本
尊
の
讃
文
に
、
上
行
菩
薩
世
に
出
現
し
て
始
め
て
こ
れ
を
弘
宣
す
云
々
の
明
文
が
あ 

 
 
 

る
か
ら
証
言
は
十
分
で
あ
る
。 

 
 

  

観
心
本
尊
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
、
㈠―

―
㈣
ま
で
の
よ
み
か
た
が
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
私
見
を
も
っ
て
読 

 
 
 

ん
だ
り
、
知
っ
た
か
ぶ
り
の
読
み
方
は
一
向
に
し
な
い
で
卒
直
に
観
心
の
本
尊
抄
と
読
む
。
こ
れ
は
、
教
相
の
本 

 
 
 

尊
に
対
し
て
観
心
の
本
尊
と
言
う
意
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
大
秘
法
の
本
門
の
本
尊
と
言
う
の
は
迹 

 
 
 

門
の
本
尊
を
え
ら
び
本
門
の
本
尊
を
顕
わ
す
の
と
同
様
で
あ
る
。 

 

開
目
抄
に
「
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
（
全
集
一
八
九
ペ
ー 
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ジ
）
一
念
三
千
の
法
門
は
観
心
の
法
門
で
あ
る
。
文
底
を
も
っ
て
観
心
の
法
門
と
名
づ
け
る
。
故
に
、
文
上
の
法 

 
 
 

門
は
皆
教
相
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
教
相
の
本
尊
と
観
心
の
本
尊
と
の
相
違
が
わ
か
る
。 

 

始
の
字
の
意
味
は
、
正
法
時
代
、
像
法
時
代
（
註
一
）
に
未
だ
弘
め
ず
の
意
を
正
と
す
る
が
、
そ
の
傍
か
ら
、 

 
 
 

一
閻
浮
提
に
始
め
て
弘
む
る
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

本
尊
問
答
抄
に
「
此
の
御
本
尊
は
世
尊
と
き
置
か
せ
給
ひ
て
後
二
千
二
百
三
十
余
年
が
間
一
閻
浮
提
の
内
に
未 

 
 
 

だ
弘
め
た
る
人
侯
は
ず
、
乃
至
当
時
こ
そ
弘
ま
ら
せ
給
う
べ
き
時
に
当
り
て
候
」
（
全
集
三
七
三
ペ
ー
ジ
）
万
年 

 
 
 

救
護
の
御
本
尊
の
讃
文
に
「
大
覚
世
尊
御
入
滅
後
、
二
千
余
年
を
経
歴
す
、
し
か
り
と
雖
も
月
漢
日
三
ヶ
国
の
間 

 
 
 

未
だ
此
の
大
本
尊
ま
し
ま
さ
ず
、
或
は
知
っ
て
之
れ
を
弘
め
ず
、
或
は
之
れ
を
知
ら
ず
、
我
が
慈
父
仏
智
を
以
っ 

 
 
 

て
こ
れ
を
隠
留
し
末
法
の
た
め
に
之
れ
を
残
す
、
後
五
百
歳
の
時
、
上
行
菩
薩
世
に
出
現
し
て
始
め
て
之
れ
を
弘 

 
 
 

宣
す
」
と
あ
る
。 

 

故
に
如
上
の
理
を
了
す
れ
ば
、
当
抄
の
題
号
は
、 

如
来
滅
後
後
五
百
歳
に
上
行
菩
薩
始
む
観
心
本
尊
抄 

と
な
る
の
で
あ
る
。 

   

で
は
観
心
と
は
誰
人
の
観
心
を
さ
す
か
と
言
え
ば
、
末
法
の
我
等
衆
生
の
観
心
で
あ
る
。
そ
れ
は
観
心
本
尊
抄 
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の
末
又
に
「
此
の
時
地
涌
の
菩
薩
始
め
て
世
に
出
現
し
但
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
て
幼
稚
に
服
せ
し
む
」
（
全 

 
 

集
二
五
三
ペ
ー
ジ
）
或
い
は
「
仏
大
慈
悲
を
起
し
五
字
の
内
に
此
の
珠
を
つ
つ
み
、
末
代
幼
稚
の
頸
に
か
け
さ
し 

 
 
 

め
給
う
」
（
全
集
二
五
四
ペ
ー
ジ
）
こ
の
文
中
に
お
い
て
服
せ
し
む
、
或
い
は
か
け
さ
し
め
給
う
は
こ
れ
観
心
で 

 
 
 

あ
っ
て
、
末
代
幼
稚
と
は
今
時

い
ま
ど
き

の
我
等
衆
生
の
こ
と
で
あ
る
。 

「
此こ

こ

に
「
仏
大
慈
悲
を
起
こ
し
て
」
と
仰
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
仏
と
は
日
蓮
大
聖
人
自
ら
の
こ
と
で
あ 

 
 
 

り
ま
す
。
そ
れ
は
大
御
本
尊
を
建
立
遊
ば
さ
れ
頸
に
か
け
さ
し
め
る
御
方
は
大
聖
人
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ま 

 
 
 

た
開
目
抄
に
、
主
師
親
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
あ
か
し
遊
ば
さ
れ
「
慈
悲
の
す
ぐ
れ
た
る
は
、
天
台
、
伝
教 

 
 
 

も
恐
れ
を
も
い
だ
き
ぬ
べ
し
」
と
の
玉
い
、
身
命
を
す
て
て
も
、
一
切
衆
生
を
仏
に
せ
ん
と
の
大
慈
悲
の
上
に
お 

 
 
 

立
ち
遊
ば
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
領
解
し
奉
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
（
日
淳
上
人
全
集
四
八
二
ペ
ー
ジ
） 

 

非
常
に
わ
か
り
や
す
い
御
指
南
な
の
で
特
別
に
こ
こ
に
引
用
し
た
。 

 

さ
て
、
で
は
末
法
の
我
等
衆
生
の
観
心
と
は
な
に
か
と
い
う
と
、
従
来
い
う
所
の
観
心
と
は
こ
と
な
っ
て
、
当 

 
 
 

宗
の
観
心
と
は
本
門
の
本
尊
を
受
持
し
て
信
心
専
一
に
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
奉
る
こ
れ
を
文
底
事
行
の
一 

 
 
 

念
三
千
の
観
心
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。 

 

十
章
抄
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
心
に
存
す
べ
き
こ
と
は
一
念
三
千
の
観
法
な
り
、
こ
れ
は
智
者
の
行
解
な 

 
 
 

り
、
日
本
国
の
在
家
の
者
に
は
た
だ
一
向
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
さ
す
べ
し
、
名
は
必
ら
ず
、
体
に
至
る
の 

 
 
 

徳
あ
り
」
（
全
集
一
二
七
四
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。 
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信
心
口
唱
の
み
で
ど
う
し
て
観
行
（
心
に
理
を
観
じ
て
、
理
の
如
く
身
に
之
れ
を
行
う
こ
と
）
を
成
就
す
る
か 

 
 
 

と
言
う
と
、
本
尊
を
信
じ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
信
ず
る
所
の
本
尊
、
唱
え
る
所
の
南
無 

 
 
 

妙
法
蓮
華
経
の
、
仏
力
と
法
力
に
よ
っ
て
速
や
か
に
観
行
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。 

 

故
に
当
体
義
妙
に
は
、 

「
法
華
経
を
信
じ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
人
は
、
煩
悩
、
業
、
苦
（
註
二
）
の
三
道
は
、
法
身
、
般
若
、 

 
 
 

解
脱
（
註
三
）
の
三
徳
と
転
じ
て
、
三
観
三
諦
（
註
四
）
即
一
心
に
顕
は
れ
、
そ
の
人
所
住
の
処
は
常
寂
光
土
な 

 
 

り
。
（
略
）
本
門
寿
量
の
当
体
蓮
華
の
仏
と
は
、
日
蓮
が
弟
子
檀
那
等
の
中
の
事
な
り
、
是
れ
即
ち
法
華
の
当 

 
 
 

体
、
自
在
神
力
の
顕
は
す
所
の
功
能
な
り
、
敢
て
こ
れ
を
疑
う
べ
か
ら
ず
」
（
全
集
五
一
二
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
の 

 
 
 

が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

但
だ
法
華
経
を
信
ず
る
の
が
信
力
で
あ
り
、
南
無
妙
法
蓮
華
径
と
唱
え
る
の
は
行
力
で
あ
り
、
法
華
の
当
体
と 

 
 
 

は
法
力
で
あ
る
。
妙
法
の
三
力
と
は
、
法
力
、
仏
力
、
信
力
を
言
う
の
で
、
臨
終
の
時
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱 

 
 
 

え
れ
ば
、
妙
法
の
三
力
の
功
徳
に
よ
っ
て
速
や
か
に
菩
提
を
成
ず
と
は
、
こ
こ
か
ら
き
て
お
る
の
で
あ
る
。 

 

次
ぎ
に
本
尊
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
と
、
我
等
衆
生
の
受
持
の
法
体
、
信
ず
る
と
こ
ろ
唱
え
る
と
こ
ろ 

 
 
 

の
曼
荼
羅
（
註
五
）
で
あ
る
。
日
蓮
門
下
一
般
は
、
釈
尊
在
世
の
法
華
本
門
八
品
の
儀
式
を
以
っ
て
本
尊
と
み
な 

 
 
 

し
て
お
る
が
、
観
心
本
尊
抄
を
信
心
の
眼
を
も
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
一
応
の
解
釈
で
あ
る
。
釈
尊 

 
 
 

在
世
の
本
門
八
品
（
註
六
）
の
儀
式
は
た
だ
在
世
脱
益
の
本
尊
で
あ
っ
て
末
法
下
種
の
本
尊
で
は
な
い
。
故
に
本 
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尊
抄
の
中
で
は
こ
れ
を
区
別
す
る
た
め
に
、
文
底
深
秘
の
大
法
、
本
地
難
思
、
境
智
冥
合
本
有
無
作
の
事
の
一
念 

 
 
 

三
千
の
妙
法
五
字
を
と
っ
て
末
代
幼
稚
の
本
尊
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

仏
（
大
聖
人
の
こ
と
）
大
慈
悲
を
起
こ
し
て
我
が
証
得
の
全
体
を
一
幅
に
図
顕
し
て
末
代
幼
稚
に
授
く
、
故
に 

 
 
 

我
等
た
だ
此
の
本
尊
を
信
受
し
余
事
を
ま
じ
え
ず
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
奉
れ
ば
そ
の
義
を
知
ら
ず
と
言
う
と 

 
 
 

雖
も
自
然
に
自
受
用
身
即
一
念
三
千
の
本
尊
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
境
地
に
至
れ
ば
我
が
色
心
（
物
と
心
） 

 
 
 

の
全
体
が
事
の
一
念
三
千
の
本
尊
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
赤
ん
坊
が
乳
を
含
む 

 
 
 

に
、
そ
の
味
を
知
ら
な
い
が
、
自
然
に
そ
の
体
を
養
う
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
先
述
で
は
本
尊
と
は
如
何
な 

 
 
 

る
も
の
か
を
お
話
し
し
た
が
、
本
尊
の
も
う
一
面
を
論
じ
て
み
よ
う
。
本
尊
の
名
義
と
は
如
何
な
る
か
を
考
え
て 

 
 
 

み
る
と
、 

 

大
聖
人
は
、
「
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
も
の
三
つ
あ
り
所
謂
る
主
師
親
こ
れ
な
り
」
と
言
わ
れ
て
お
る
が
、 

 
 
 

如
何
な
る
宗
旨
で
も
主
師
親
を
根
本
と
し
て
こ
れ
を
本
尊
と
し
て
い
る
。
即
ち
儒
家
で
は
三
皇
五
帝
を
、
倶
舎
、 

 
 
 

成
実
、
律
宗
、
禅
宗
は
三
蔵
の
小
釈
迦
を
本
尊
と
し
、
法
相
、
三
論
の
二
宗
は
、
通
教
の
大
釈
迦
を
本
尊
と
し
、 

 
 
 

浄
土
宗
は
阿
弥
陀
仏
を
、
華
厳
宗
は
ビ
ル
シ
ャ
ナ
法
身
、
真
言
宗
は
大
日
如
来
を
、
天
台
大
師
は
阿
弥
陀
を
本
尊 

 
 
 

と
し
、
別
時
に
は
一
念
三
千
の
時
は
、
南
岳
所
伝
の
十
一
面
観
音
を
本
尊
と
し
、
法
華
三
昧
の
中
に
は
法
華
経
一 

 
 
 

部
を
以
て
本
尊
と
す
る
。
伝
教
大
師
の
迹
門
戒
壇
の
本
尊
は
迹
門
の
釈
尊
で
あ
る
が
、
根
本
中
堂
の
本
尊
は
薬
師 

 
 
 

如
来
で
あ
る
。 
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さ
て
斯
く
の
如
く
い
ろ
い
ろ
の
宗
派
は
本
尊
に
こ
と
な
り
が
あ
っ
て
も
、
皆
仏
さ
ま
を
も
っ
て
本
尊
と
し
て
お 

 
 
 

る
が
、
日
蓮
正
宗
の
御
本
尊
だ
け
は
、
仏
の
中
に
お
い
て
も
、
本
門
の
仏
を
も
っ
て
脇
士
と
す
る
と
こ
ろ
の
妙
法 

 
 
 

蓮
華
経
の
五
字
の
本
尊
で
あ
る
。 

 

こ
れ
こ
そ
世
界
に
類
の
な
い
所
の
本
尊
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
御
本
尊
さ
ま
の
讃
に
「
一
閻
浮
提
之
内
未
曽
有
の 

 
 
 

大
曼
荼
羅
也
」
と
あ
る
の
は
、
印
度
支
那
否
世
界
の
中
に
お
い
て
、
い
ま
だ
嘗
て
な
か
っ
た
御
本
尊
な
る
が
故 

 
 
 

に
、
未
曽
有
と
い
う
讃
文
を
つ
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

「
爰
を
以
っ
て
中
央
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
日
蓮
判
と
主
し
づ
け
玉
へ
り
、
脱
仏
の
釈
迦
多
宝
別
体
の
地
涌
等
は
脇 

 
 
 

士
な
り
、
万
法
総
持
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
日
蓮
躰
具
の
十
界
聖
衆
と
み
る
処
が
観
心
本
尊
也
、
下
種
と
言
は
ば
い 

 
 
 

づ
く
に
あ
り
て
も
久
遠
な
り
、
過
去
に
宗
旨
を
立
つ
る
と
は
是
れ
な
り
、
出
過
三
世
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
本
因
妙 

 
 
 

の
本
仏
最
初
下
種
の
導
師
な
り
」
（
要
四―
一
三
九
ペ
ー
ジ
） 

 

の
我
師
の
本
尊
鈔
抜
書
も
前
文
を
味
読
す
る
時
に
役
立
つ
と
思
う
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
再
び
日
寛
上
人
の
御
指
南
を
仰
ぐ
と
、
本
尊
問
答
抄
に
、 

「
問
う
末
代
悪
世
の
凡
夫
は
何
物
を
も
っ
て
本
尊
と
定
む
べ
き
や
、
答
え
て
云
く
法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と 

 
 
 

す
べ
し
、
乃
至
上
に
あ
ぐ
る
と
こ
ろ
の
本
尊
は
、
釈
迦
多
宝
十
万
諸
仏
の
御
本
尊
法
華
経
の
行
者
の
正
意
也
」 

 
 
 

（
全
集
三
六
五
ペ
ー
ジ
） 

 

こ
の
本
尊
問
答
抄
の
文
の
心
は
、
主
師
親
を
根
本
と
し
て
之
を
尊
敬
す
る
故
に
本
尊
と
名
の
る
な
り
。
こ
れ
に 

 
 
 



 

100 
 

人
法
あ
り
。
謂
く
人
即
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身
、
法
即
事
の
一
念
三
千
の
大
曼
荼
羅
な
り
。
人
に
即
し
て
是
れ 

 
 

法
。
事
の
一
念
三
千
の
大
曼
荼
羅
を
主
師
親
と
な
す
。
法
に
即
し
て
是
れ
人
。
久
遠
元
初
の
自
受
用
身
蓮
祖
聖
人 

 
 
 

を
主
師
親
と
な
す
。
人
法
名
こ
と
な
れ
ど
も
、
そ
の
体
一
な
り
。
こ
れ
即
ち
末
法
我
等
が
下
種
の
主
師
親
の
三
徳 

 
 
 

な
り
と
日
寛
上
人
は
釈
せ
ら
れ
て
お
る
。 

   

さ
て
観
心
本
尊
抄
の
題
号
の
よ
み
方
だ
け
で
も
、
い
く
つ
か
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
題
号
に
多
意
あ 

 
 
 

る
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
が
、
日
寛
上
人
は
こ
の
題
号
に
三
大
秘
法
を
含
む
と
解
釈
せ
ら
れ
て
お
る
。 

 

如
来
滅
後
後
五
百
歳
に
始
む
と
は
即
ち
是
正
法
時
代
像
法
時
代
に
い
ま
だ
弘
ま
ら
ざ
る
の
義
で
あ
る
。
す
る
と
、 

 
 

観
心
の
二
字
は
正
に
是
れ
本
門
の
題
目
で
あ
る
。
そ
の
故
は
、
三
大
秘
法
の
中
の
本
門
の
題
目
と
は
、
た
だ
、
本 

 
 
 

門
の
本
尊
を
信
じ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
奉
る
を
本
門
の
題
目
と
名
の
る
こ
れ
は
今
の
観
心
に
相
当
す
る
。 

 
 
 

よ
く
信
じ
、
よ
く
唱
え
る
を
観
心
と
名
づ
け
る
。
故
に
本
門
の
題
目
に
当
る
の
で
あ
る
。
本
尊
の
二
字
は
正
し
く 

 
 
 

こ
れ
本
門
の
本
尊
で
あ
り
、
所
在
の
処
は
本
門
の
戒
壇
で
あ
る
。
故
に
如
来
滅
後
後
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
と
は
、 

 
 

こ
れ
正
像
未
弘
の
三
大
秘
法
抄
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
観
心
本
尊
抄
の
題
号
の
も
と
に
本
朝
沙
門
日
蓮
撰
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
日
寛
上
人
の
釈
文
を
要
略 

 
 
 

し
て
み
る
と
、
章
安
大
師
（
五
六
一
Ｉ
六
三
二
中
国
天
台
の
四
祖
）
は
、
日
の
字
に
三
義
あ
り
と
言
わ
れ
て
㈠
に 
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は
高
く
円
明
な
る
は
主
徳
に
た
と
え
、
㈡
に
万
物
を
生
長
す
る
は
親
徳
に
た
と
え
、
㈢
に
照
ら
し
て
闇
を
の
ぞ
く 

 
 
 

は
師
徳
に
譬
う
と
あ
る
。
蓮
は
泥
土
に
染
ま
ず
の
徳
種
子
を
失
わ
ず
の
徳
、
因
果
同
時
の
徳
、
そ
の
外
十
八
円
満 

 
 

等
々
の
深
義
が
あ
る
。
故
に
「
日
蓮
と
名
の
る
自
解
仏
乗
（
註
七
）
な
る
べ
し
」
又
は
「
日
蓮
は
閻
浮
第
一
の
智 

 
 
 

人
な
り
」
「
日
蓮
当
世
に
は
日
本
第
一
の
大
人
（
仏
さ
ま
の
こ
と
）
な
り
」
「
日
蓮
は
一
閻
浮
提
第
一
の
聖
人 

 
 
 

（
仏
さ
ま
の
こ
と
）
な
り
」
「
南
無
日
蓮
聖
人
と
唱
え
ん
と
す
れ
ど
も
、
南
無
ば
か
り
に
し
て
あ
ら
ん
」
「
日
蓮 

 
 
 

は
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
主
師
親
な
り
」
等
々
聖
言
あ
ぐ
る
に
い
と
ま
な
い
の
に
、
日
本
国
中
の
日
蓮
門
下
の
諸 

 
 
 

門
流
は
、
（
昭
和
御
代
に
な
っ
て
も
）
こ
の
義
を
知
ら
ず
、
大
聖
人
を
僧
の
位
に
お
と
し
、
又
は
大
菩
薩
と
号
し 

 
 
 

て
お
る
の
は
、
実
は
本
尊
に
迷
う
が
故
で
あ
る
。 

 

さ
れ
ば
日
蓮
と
名
の
る
こ
と
は
、
主
師
親
の
三
徳
を
表
わ
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
日
蓮
大
聖
人
は
、
久
遠
に
あ
っ 

 
 
 

て
は
、
自
受
用
報
身
と
号
し
、
法
華
経
の
霊
山
に
あ
っ
て
は
、
上
行
菩
薩
と
号
し
、
今
末
法
に
あ
っ
て
は
、
日
蓮 

 
 
 

聖
人
と
号
す
る
の
で
あ
っ
て
名
は
こ
と
な
っ
て
も
一
体
の
御
利
益
で
あ
る
。
血
脈
抄
に
は
「
本
地
自
受
用
報
身 

 
 
 
 

垂
迹
上
行
菩
薩
の
再
誕
本
門
の
大
師
日
蓮
云
々
」
又
開
山
上
人
の
弟
子
三
位
日
順
は
「
久
遠
元
初
の
自
受
用
身
と 

 
 

は
、
蓮
祖
聖
人
の
御
事
な
り
と
取
定
め
申
す
べ
き
也
」
と
申
さ
れ
て
お
る
。 

 

さ
て
こ
の
観
心
本
尊
抄
の
註
釈
書
は
有
名
な
も
の
で
約
八
十
冊
も
あ
る
が
、
富
士
系
を
の
ぞ
い
て
は
、
大
聖
人 

 
 
 

の
こ
の
書
の
述
作
の
意
が
解
せ
ら
れ
ず
、 

 

㈠ 

「
こ
の
時
、
地
涌
千
界
出
現
し
て
、
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
な
り
て
、
一
閻
浮
提
第
一
の
本
尊
を
、
こ
の 
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国
に
立
つ
べ
し
」
と
読
ん
で
お
る
。 

 
こ
れ
を
日
蓮
正
宗
で
は
、 

 

㈡ 
「
こ
の
時
地
涌
千
界
出
現
し
て
、
本
門
の
釈
尊
を
脇
士
と
な
す
一
閻
浮
提
第
一
の
本
尊
こ
の
国
に
立
つ
べ 

 
 

し
」
（
全
集
二
五
四
ペ
ー
ジ
） 

と
読
む
。
こ
れ
こ
そ
天
地
雲
泥
の
相
違
で
あ
る
が
、
先
ず
日
蓮
正
宗
の
読
み
方
を
先
に
の
べ
る
と
、
そ
れ
は
観
心 

 
 
 

本
尊
抄
の
こ
こ
の
個
処
の
前
文
に
「
塔
中
の
妙
法
蓮
華
経
の
左
右
に
は
釈
迦
牟
尼
仏
、
多
宝
仏
」
（
全
集
二
四
七 

 
 
 

ペ
ー
ジ
）
云
々
と
あ
っ
て
、
妙
法
蓮
華
経
は
本
尊
の
正
体
で
、
釈
迦
多
宝
は
妙
法
蓮
華
経
の
脇
士
た
る
こ
と
明
ら 

 
 
 

か
で
あ
る
。
大
聖
人
さ
ま
も
「
妙
法
蓮
華
経
こ
そ
本
仏
に
て
候
」
（
全
集
一
三
五
ペ
ー
ジ
）
と
申
さ
れ
て
お
る
。 

 

さ
て
大
聖
人
さ
ま
の
書
か
れ
た
、
御
本
尊
は
種
々
あ
る
が
、
弘
安
二
年
の
本
門
戒
壇
の
御
本
尊
は
、
究
竟
中
の 

 
 
 

究
竟
、
本
懐
中
の
本
懐
で
、
三
大
秘
法
の
随
一
、
そ
し
て
一
閻
浮
提
惣
体
の
本
尊
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
天
台
大
師
と
大
聖
人
さ
ま
の
不
思
議
を
の
べ
る
な
ら
ば
、
天
台
大
師
は
隋
の
開
皇
十
四
年
御
年
五
十
七 

 
 
 

歳
四
月
二
十
六
日
よ
り
、
止
観
を
始
め
四
年
後
同
十
七
年
六
十
歳
十
一
月
の
御
入
滅
。
大
聖
人
さ
ま
は
文
永
十
年 

 
 
 

四
月
二
十
五
日
観
心
本
尊
抄
を
述
作
せ
ら
れ
、
弘
安
二
七
御
年
五
十
八
歳
十
月
十
二
日
に
戒
壇
の
本
尊
を
顕
わ
し 

 
 
 

て
後
四
年
の
弘
安
五
年
御
年
六
十
一
歳
十
月
の
御
入
滅
で
、
こ
れ
に
三
事
の
不
思
議
が
あ
る
。 

 

㈠ 

は
天
台
大
師
は
五
十
七
歳
に
て
止
観
を
と
き
、
大
聖
人
は
五
十
八
歳
に
し
て
戒
壇
の
本
尊
を
顕
す
。
天
台 

 
 
 

大
師
は
六
十
歳
の
御
入
滅
、
大
聖
人
は
六
十
一
歳
の
御
入
滅
、
こ
れ
は
像
法
時
代
と
末
法
時
代
の
教
主
の
順
序
、 
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不
思
議
と
申
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 
㈡ 

に
は
天
台
大
師
は
四
月
二
十
六
日
に
止
観
を
始
め
た
が
、
大
聖
人
は
四
月
二
十
五
日
に
観
心
本
尊
抄
を
終 

 
 
 

っ
て
お
る
。
天
台
大
師
は
十
一
月
の
御
入
滅
で
大
聖
人
は
十
月
の
御
入
滅
で
あ
る
。
大
聖
人
さ
ま
は
後
に
生
ま
れ 

 
 
 

て
も
下
種
の
教
主
で
あ
ら
れ
る
。
故
に
義
は
前
に
あ
る
の
で
、
大
聖
人
は
二
十
五
日
に
終
り
、
十
月
の
御
入
滅
、 

 
 
 

天
台
大
師
は
、
前
に
生
ま
れ
ら
れ
て
も
熟
益
の
教
主
で
あ
る
故
に
後
に
な
る
。
是
の
故
に
二
十
六
日
に
止
観
を
始 

 
 
 

め
十
一
月
の
御
入
滅
で
あ
る
。
こ
れ
も
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

㈢ 

に
は
天
台
大
師
も
大
聖
人
も
入
滅
四
年
前
に
終
窮
究
竟
の
極
説
を
顕
し
て
お
る
。
こ
れ
も
不
思
議
と
申
し 

 
 
 

て
さ
し
つ
か
え
が
な
い
。 

 

ま
た
、
こ
の
脇
士
云
々
の
前
文
に
大
聖
人
は
、 

「
法
華
経
な
ら
び
に
本
門
は
仏
の
滅
後
を
も
っ
て
本
と
な
し
、
先
づ
地
涌
に
之
れ
を
授
与
す
、
何
ぞ
正
像
に
出
現 

 
 
 

し
て
此
経
を
弘
通
せ
ざ
る
や
。
答
え
て
曰
く
の
べ
ず
。
重
ね
て
問
て
曰
く
如
何
。
答
う
こ
れ
を
の
べ
ず
。
又
重
ね 

 
 
 

て
問
う
如
何
。
答
え
て
曰
く
之
を
の
ぶ
れ
ば
（
略
）
我
が
弟
子
の
中
に
も
ほ
ぼ
こ
れ
を
と
か
ば
、
皆
誹
誇
を
な
す 

 
 
 

べ
し
、
黙
止
せ
ん
の
み
。
求
め
て
曰
く
、
と
か
ず
ん
ば
汝
賢
貪

け
ん
ど
ん

に
堕
せ
ん
。
答
え
て
曰
く
進
退
こ
れ
き
わ
ま
れ 

 
 
 

り
、
試
み
に
粗
こ
れ
を
説
か
ん
」
（
全
集
二
五
三
ペ
ー
ジ
） 

と
あ
る
。 

「
我
が
弟
子
の
中
に
も
ほ
ぼ
こ
れ
を
と
か
ば
、
皆
誹
誇
を
な
す
べ
し
」
と
文
中
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
よ
く
味
読
い 
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た
す
べ
き
御
文
章
と
拝
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の 

 
㈠
の
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
な
り 

 

㈡
の
本
門
の
釈
尊
を
脇
士
と
す
る 

の
㈠
の
読
み
方
な
ら
ば
、
な
ん
の
変
化
も
な
く
、
我
が
弟
子
の
中
に
皆
誹
誇
を
な
す
べ
し
の
文
章
は
少
し
も
意
味 

 
 
 

の
な
い
も
の
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、 

 

㈡
の
読
み
方
を
し
て
信
心
を
は
げ
む
時
こ
そ
「
我
が
弟
子
皆
誹
誇
を
な
す
べ
し
」
の
文
章
が
生
き
、
「
進
退
こ 

 
 
 

れ
き
わ
ま
れ
り
、
試
み
に
粗
こ
れ
を
と
か
ん
」
と
の
大
聖
人
が
、
三
請
三
誠
重
請
重
誠
せ
ら
れ
て
説
く
と
こ
ろ
の 

 
 
 

仏
意
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。 

 

七
百
年
後
の
今
日
に
お
い
て
も
㈡
の
読
み
か
た
を
し
て
大
聖
人
の
正
義
を
伝
え
る
日
蓮
正
宗
が
、
㈠
の
よ
み
か 

 
 
 

た
を
す
る
現
に
釈
尊
を
主
と
し
て
い
て
、
し
か
も
日
蓮
宗
門
下
と
称
す
る
諸
派
か
ら
、
誹
誇
さ
れ
て
お
る
の
は
、 

 
 
 

大
聖
人
が
、
す
で
に
観
心
本
尊
抄
に
お
い
て
予
言
を
さ
れ
て
お
る
と
申
し
て
さ
し
つ
か
え
が
な
い
の
で
あ
る
。 

 

以
上
で
、
日
寛
上
人
御
指
南
の
観
心
本
尊
抄
文
段
の
抜
き
書
き
を
終
わ
る
。 

 

開
目
抄
に
お
い
て
、
大
聖
人
が
主
師
親
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
「
我
日
本
の
柱
と
な
ら
ん
。
我
日
本
の
眼
目 

 
 
 

と
な
ら
ん
。
我
日
本
の
大
船
と
な
ら
ん
」
と
三
大
誓
願
を
た
て
ら
れ
た
大
聖
人
が
、
こ
の
観
心
本
尊
抄
に
お
い
て 

 
 

「
先
づ
一
念
三
千
の
出
場
所
を
明
か
し
、
そ
れ
よ
り
経
文
に
照
合
し
て
観
心
の
一
念
三
千
を
示
さ
れ
、
次
い
で
一 

 
 
 

念
三
千
の
本
尊
を
説
き
あ
そ
ば
さ
れ
、
更
に
そ
の
建
立
の
縁
由
を
の
べ
、
最
後
に
、
こ
の
御
本
尊
を
末
代
の
衆
生 
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に 

さ
づ
け
る
」
と
仰
せ
ら
れ
て
結
び
と
な
さ
れ
て
お
る
。  

 
最
後
に
こ
の
観
心
本
尊
抄
が
、
如
何
に
重
要
な
聖
文
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
副
状
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

 
 
 

わ
か
る
と
思
う
の
で
掲
載
す
る
。 

「
観
心
の
法
門
少
し
く
こ
れ
を
注
し
、
太
田
殿
、
教
信
房
等
に
奉
つ
る
。
此
の
こ
と
日
蓮
当
身
の
大
事
な
り
。
こ 

 
 
 

れ
を
秘
し
て
無
二
の
志
を
み
ば
、
こ
れ
を
開
拓
せ
ら
る
べ
き
か
。
此
の
書
は
難
多
く
答
少
な
し
、
未
聞
の
こ
と
な 

 
 
 

れ
ば
、
人
の
耳
目
こ
れ
を
驚
動
す
べ
き
か
。
設
い
他
見
に
及
ぶ
と
も
、
三
人
四
人
座
を
な
ら
べ
て
こ
れ
を
読
む
こ 

 
 
 

と
な
か
れ
。
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
い
ま
だ
此
書
の
心
あ
ら
ず
。
国
難
を
か
え
り
み
ず
、
五
五
百
歳
を
期
し 

 
 
 

て
こ
れ
を
演
説
す
。
乞
い
願
く
ば
、
一
見
を
ふ
る
の
末
輩
、
師
弟
と
も
に
霊
山
浄
土
に
詣
で
て
、
三
仏
の
顔
貌
を 

 
 
 

拝
見
し
奉
ら
ん 

恐
々
謹
言 

文
永
十
年
卯
月
二
十
六
日 

日 

蓮 

花 

押
」 

 

（
註
一
）  

正
法
時
代
像
法
時
代
は
釈
尊
滅
後
の
教
法
の
時
代
相
で
正
法
時
代
は
一
千
年
つ
づ
き
、
釈
迦
の
法
が 

 

正
し
く
行
な
わ
れ
る
。
像
法
時
代
こ
れ
も
一
千
年
の
間
つ
づ
い
て
、
そ
の
法
は
像
と
は
似 

る 

の
意
味 

 

で
、
教
を
は
な
れ
て
形
式
的
な
る
故
に
一
千
年
の
間
で
前
の
五
百
年
は
読
誦
多
聞
時
代
で
説
教
を
し
た 

 

り
経
は
よ
む
が
、
実
行
力
が
と
ぼ
し
い
。
そ
の
次
の
時
代
は
塔
寺
時
代
と
言
っ
て
、
寺
と
か
堂
宇
を
つ 
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く
る
こ
と
が
、
仏
教
だ
と
思
う
時
代
、
こ
の
二
千
年
が
す
ぎ
る
と
、
末
法
万
年
の
時
代
な
り
、
末
と
は 

 

無
の
意
味
で
釈
尊
の
仏
教
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
時
代
、
こ
の
末
法
の
時
代
に
出
る
仏
様
か
あ
る
。
即 

 
ち
日
蓮
大
聖
人
で
あ
る
。 

（
註
二
）  
煩
悩
と
は
我
々
の
迷
い
、
業
と
は
我
々
の
し
た
こ
と
、
安
国
論
に
「
人
の
夜
も
の
か
く
に
火
は
滅
す 

 

れ
ど
も
字
は
存
す
る
が
如
し
、
三
界
の
果
報
も
亦
々
か
く
の
如
く
な
ら
ん
」
と
あ
る
。
苦
と
は
四
苦
の 

 

こ
と
を
い
う
。  

（
註
三
）  

法
身
と
は
理
性
に
安
住
す
る
常
住
の
身
。
般
若
と
は
、
法
身
の
徳
を
と
ら
す
智
慧
。
解
脱
と
は
前
者 

 

二
者
の
二
徳
に
よ
っ
て
、
も
の
ご
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
境
地 

 

（
註
四
）  

三
観
と
は
空
、
仮
、
中
の
三
種
類
の
観
法
、
三
諦
、
諦
と
は
真
理
を
意
味
し
、
す
べ
て
の
存
在
は
実 

 

体
な
し
と
す
る
の
が
空
諦
、
縁
に
よ
り
て
仮
り
に
あ
る
と
す
る
の
が
仮
諦
、
す
べ
て
の
存
在
は
空
や
仮 

 

で
一
面
的
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
言
語
や
思
慮
の
対
象
を
こ
え
た
も
の
と
す
る
の
が
中
諦 

（
註
五
）  

マ
ン
ダ
ラ
と
は
大
聖
人
に
よ
れ
ば
、
功
徳
の
あ
つ
ま
り
と
い
う
印
度
の
言
葉
で
、
こ
こ
で
は
本
尊
を 

 

さ
す
。 

 

（
註
六
）  

法
華
経
の
第
十
五
か
ら
第
二
十
二
ま
で
を
言
う
。  

（
註
七
）  

仏
乗
と
は
法
華
経
の
こ
と
を
言
う
。
教
法
は
一
切
衆
生
を
の
せ
て
煩
悩
生
死
の
苦
界
よ
り
、
菩
提
涅 

 

槃
の
楽
界
に
運
ぶ
の
り
も
の
な
る
が
故
に
、
自
解
と
は
他
か
ら
教
え
ら
れ
ず
し
て
、
自
分
か
ら
会
得
す 
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る
、
即
ち
仏
の
意
味
と
考
え
て
よ
い
。 
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